
三浦半島労福協ニュース６1号 

                                   2022年 10月 25日発行 

   〒238－0006 横須賀市日の出町１－５ ヴェルクよこすか３F 三浦半島地域労働者福祉協議会 

                          発行人：中澤謙介 編集人：許斐正典、篠原恭久 

 

 
 

 

 

 

今年度も神奈川県労福協とともに、10月 1日～2023年 3月末までの期間に『フードドライブ』、『お米一合運

動』を行います。三浦半島労福協の構成組織・団体のみなさんにおかれましても、上のような状況をご理解いただ

き、引きつづきのご協力をお願い致します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

三浦半島労福協では、構成組織・団体の皆さんからカンパの協力を頂

き、12/24に葉山幸保愛児園へクリスマスケーキを、12/31に鎌倉児

童ホームへ年末のお節を、それぞれプレゼントしています。 

この活動は、20年以上続いており、各児童施設からは予算の関係でイ

ベントがままならない状況の中、非常に感謝されています。 

昨年は５万円を超えるカンパ金が集まり、各児童施設へプレゼントを

行うことができました。今年も構成組織・団体の皆さんのご協力を得て、

行いたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新型コロナウイルス禍、職を失う等、貧困が拡大し、日々の食事がままならない多くの方が

『フードバンクかながわ』を訪れていて、集まった食料もすぐになくなっている現状です。 

『フードドライブ活動』『お米一合運動』のとりくみ方法 

・まずは、職場・組織等で呼びかけ、賞味期限が２～３ヶ月以上先の食

品やお米を集めてください。 

・集めた食料品を三浦半島労福協・地域連合の諸会議・イベントに参加

の際に、届けてください。 

※ 直近では、11月 16日（水）に構成組織代表者会議、11月 28日

（月）に年次総会があります。 

・事務局（046-821-0005）に連絡いただければ、取りに伺うことも

可能です。 

『フードバンクかながわ』の賛助会員になって、ともに支えませんか？ 

・年間会費として、団体は一口 20,000円、個人は一口 2,000円から

会員になることができます。 

・三浦半島労福協・地域連合は毎年、会議で確認して賛助会員になって

います。 

※ 会員の申し込みについては事務局にお問い合わせください。 

カンパのとりくみ方法 

・三浦半島労福協・地域連合の諸会議・イ

ベントに参加の際に、受付を設置しま

すので、ご協力をお願いします。 

・WEB参加等で会場に参加できない場合

でも、例えばフードドライブ等の引き

取りの際にお預かりできますので、事

務局にお問い合わせください。 

 



 

 

 

10月 16日（日）10時から三浦半島地域連合・労福協の共催で 2022クリーンキャンペーンを行いました。

当日は、絶好の秋晴れの中、地域連合ＯＢを含む、１８０名を超える方が参加してくれました。 

三浦海岸駅前にて開会式を行い、主催者の労福協中澤会長、地域連合及川議長挨拶の後、三浦市吉田英男市長

が挨拶を行い、クリーンキャンペーンの重要性を訴えました。 

その後、三浦海岸駅から自由なコースで約１時間清掃活動を行い、清掃活動後はマホロバマインズ三浦の前に

ある「やまさみかん園」でみかん狩りを行いました。色づき始めたばかりの美味しいみかんを食べ、参加者は大満

足のうちに終了しました。 

クリーンキャンペーンは新型コロナウイルスの影響で３年振りの開催となりましたが、大勢の方の参加のもと、

実施することができたことに、感謝申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                           

 

 

11月 23日（水・祝日）

に、三浦半島地域連合・労

福協事務所があります、横

須賀市立勤労福祉会館「ヴ

ェルクよこすか」にて、『ヴ

ェルクまつり』が開催され

ます。開催時間は 10 時～

16時となります。 
 
三浦半島地域連合・労福

協も、かながわライフサポ

ートセンターの協力を得

て、『生活なんでも相談』を

行います。 
 
その他、家族で楽しめる

イベントが多数ありますの

で、多くの皆さんの参加を

お待ちしています。 

 

吉田市長からは「今日の活動を通して、みなさんの街の環

境にも目を向けてほしい。」等の挨拶がありました。 

最終的に、70ℓのごみ袋、15袋分を超

えるゴミを収集することができました！ 

みかん狩りはまだシーズンが始まったば

かりで、みかんも色づきはじめた状態でし

たが、参加者は、ほどよい酸味のみかんを

味わうことができ、お土産用に袋いっぱい

のみかんを持ち帰りました。 


